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三

本
稿
は
清
原
家
関
係
の
「
論
語
抄
」
の
う
ち
、
東
山
御
文
庫
本
系
の
最
古
の
写
本
と
さ
れ
る
論
語
聴
塵
（
清
原
良
賢
講
、
応
永
二
十
七
年

〈
一
四
二
〇
〉
書
写
）（
以
下
、
応
永
本
論
語
抄
と
言
う
）
の
翻
字
本
文
（
中
田
祝
夫
編
『
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
』
勉
誠
社
刊
）
に
見
ら
れ
る

中
世
の
時
代
語
的
観
点
（
と
り
わ
け
抄
物
資
料
に
多
く
散
見
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
）
か
ら
目
に
止
ま
っ
た
語
句
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

記
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

応
永
本
論
語
抄
の
書
誌
に
つ
い
て
は
先
の
中
田
祝
夫
編
『
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
』
の
解
説
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
ま
た
清
家
論

語
抄
の
講
抄
の
依
拠
関
係
に
つ
い
て
は
柳
田
征
司
氏
）
（
（

の
詳
説
が
あ
り
、
清
原
良
賢
講
の
論
語
聴
塵
が
後
の
清
原
業
忠
さ
ら
に
清
原
宣
賢
ら

の
論
語
の
講
説
に
あ
た
っ
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
応
永
本
論
語
抄
に
つ
い
て
そ
こ
に
時
代
語
的
特

徴
を
探
る
と
い
う
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
一
般
に
抄
物
に
お
い
て
は
講
述
者
の
講
述
の
た
め
の
覚
書
、
す
な
わ
ち
手
控
え
的
性
格

を
も
っ
た
「
聴
塵
」
と
、
そ
れ
を
基
に
講
述
さ
れ
た
注
釈
を
受
講
者
側
で
速
記
し
、
修
正
を
加
え
筆
録
し
た
聞
書
き
的
性
格
を
も
っ
た

「
抄
」
と
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
区
分
識
別
は
そ
の
抄
文
の
文
末
指
定
辞
に
着
目
し
、
指
定
辞
「
ナ
リ
（
也
）」
を
と
る
も
の
、
す
な
わ
ち

講
者
の
手
控
え
＝
聴
塵
、
指
定
辞
「
ゾ
」
を
と
る
も
の
、
す
な
わ
ち
受
講
者
の
筆
録
＝
聞
書
と
し
て
、
形
式
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
講
述
に
際
し
て
は
講
述
し
よ
う
と
す
る
内
容
を
受
講
者
に
、
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
擬
声
語
・
擬
態
語
が
多

く
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
が
ゾ
文
体
と
結
び
つ
い
て
口
語
抄
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
応
永
本
論
語
抄
は
ナ
リ

（
也
）
体
の
文
末
辞
を
と
る
講
述
者
の
手
控
え
で
あ
る
と
形
式
的
に
は
判
断
さ
れ
る
論
語
聴
塵
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
本
抄
の
す
べ

て
が
講
述
者
の
手
控
え
と
は
言
え
ず
、
そ
こ
に
は
話
し
言
葉
的
な
語
句
や
口
調
が
多
く
現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、

○
侖
語
ハ
此
書
ノ
摠
名
ソ
。
○
学
而
已
下
ノ
二
十
扁
ハ
小
目モ
ク

也
。
ナ
ゼ
ニ
学
而
ヲ
以
テ
第
一
ノ
扁
ニ
置
ソ
ト
云
ニ
、
人
ハ
学
問
ヲ
乄

舜
《
中
朱
引
》何○人

ソ
吾
何
人
ソ
ト
云
所
ニ
至
ヘ
シ
。（
学
而
第
一
、二
七
・
7
～
（0
）

○
子
曰
三
年

─
学
而
ノ
扁
ニ
ア
リ
。
重
出
也
。
但
此
ニ
ハ
其
半
ヲ
ノ
ス
。
学
而
ハ
孔
‐
安
‐
国
カ
注
。
コ
ハ
鄭
‐
玄
カ
注
也
。
イ
ヤ
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五

ガ
キ
ニ
ハ
◦
ア
ラ
ス
此
語
ノ
末
ニ
尚
語
カ
ア
リ
ツ
ヘ
シ
イ
ソ
。
若
失
錯
シ
タ
リ
ヤ
ト
良
賢
卿
申
ケ
リ
。（
里
仁
第
四
、二
一
一
・
7
～
（0
）

○
モ
ツ
コ
ト
云
物
也
。
此
ニ
人
ア
ツ
テ
大
山
ヲ
作
リ
立
ン
ニ
、
今
一
モ
ツ
コ
ヲ
カ
ハ
此
山
可
二
成
就
一
。
一
モ
ツ
コ
ニ
成
テ
退
屈
乄
ヲ
カ

ハ
我
モ
置
ヘ
シ
。
今
チ
ト
ノ
ヿ
ナ
レ
ハ
勉
テ
セ
ヨ
ト
ハ
云
マ
シ
キ
ナ
リ
。
其
故
ハ
前
ノ
功
ハ
コ
ト
ナ
イ
事
ナ
レ
ト
モ
退
屈
ス
ル
心
カ

叶
マ
シ
キ
故
也
。
其
如
ク
学
者
カ
ツ
ト
メ
テ
学
文
稽
古
ヲ
セ
ン
ニ
今
ト
レ
チ
ハ
成セ
イ
リ
ウ立

ス
ヘ
キ
ヲ
、
ク
タ
ヒ
レ
テ
打
ヲ
カ
ハ
我
モ
ヲ
ク

ヘ
シ
。
ア
タ
ラ
シ
イ
事
ソ
。
マ
チ
ツ
ト
セ
ヨ
ト
ハ
ス
ヽ
メ
マ
シ
キ
也
。
志
カ
叶
ハ
ヌ
者
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。（
子
罕
第
九
、四
〇
七
・
9
～

四
〇
八
2
）

に
見
ら
れ
る
、「
侖
語
ハ
此
書
ノ
摠
名
ソ
」
の
よ
う
に
、
聞
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
文
末
が
ゾ
文
体
と
な
っ
て
い
た
り
、「
此
語
ノ
末
ニ
尚

語
カ
ア
リ
ツ
ヘ
シ
イ
ソ
」
の
よ
う
に
文
語
の
複
合
助
動
詞
「
ツ
ベ
シ
」
の
口
語
形
「
ツ
ベ
シ
イ
」
と
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
が
結
び
つ
い
た

口
述
の
聞
書
き
の
姿
が
認
め
ら
れ
、
更
に
は
、
名
詞
の
「
モ
ツ
コ
（
畚
）」、
形
容
詞
の
「
コ
ト
ナ
イ
（「
コ
ト
ナ
シ
〈
殊
〉」
の
口
語
形
）」、

動
詞
の
「
ク
タ
ビ
ル
（
草
臥
）」、
副
詞
の
「
マ
チ
ッ
ト
」
な
ど
、
室
町
時
代
の
時
代
語
的
特
徴
を
表
す
語
が
多
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
応
永
本
論
語
抄
は
講
者
の
ま
っ
た
く
の
手
控
え
と
は
言
い
え
ず
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
た
ノ
ー
ト
（
基
本

的
に
は
ナ
リ
体
に
よ
る
準
備
ノ
ー
ト
）
に
聞
書
き
者
が
口
述
者
の
話
し
言
葉
的
口
調
や
口
語
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

以
下
、
応
永
本
論
語
抄
に
見
ら
れ
る
時
代
語
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
語
句
に
つ
い
て
、
そ
の
語
句
の
用
例
と
そ
の
語
句
の
意

味
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
ア
ガ
リ
マ
チ
（
上
襠
）　
　
威
張
る
こ
と
。
え
ら
ぶ
る
こ
と
ノ
意）

2
（

。

○
子
路
、
孔
子
ニ
ホ
メ
ラ
レ
テ
ガ
リ
マ
チ
ニ
成
テ
、
立
ニ
モ
居
ニ
モ
不
忮
何
用
不
蔵
ト
云
句
ヲ
一
期
ノ
間
吟
ス
ル
也
。（
子
罕
第
九
、

四
一
三
・
（（
）

応
永
本
論
語
抄
に
用
い
ら
れ
る
語
の
用
例
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』（
以
下
、『
日
国
』
と
略
称
）
や
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

　

室
町
時
代
編
』（
以
下
、『
時
代
別
』
と
略
称
）
で
の
抄
物
資
料
の
古
例
の
用
例
と
し
て
積
極
的
に
引
用
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
右
に
示

し
た
用
例
は
「
ガ
リ
マ
チ
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
『
日
国
』
や
『
時
代
別
』
の
い
ず
れ
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
応
永

本
論
語
抄
で
の
「
ガ
リ
マ
チ
」
は
応
永
本
論
語
抄
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
清
原
宣
賢
講
論
語
聴
塵
の
一
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

（
写
本
全
六
冊
）
（
（

）
に
は
同
一
部
分
の
抄
文
に
「
子
路
終
身
─
子
路
孔
子
ニ
、
美
ラ
レ
テ
、
ア
ガ
リ
マ
チ
ニ
成
テ
、
立
ニ
モ
、
居
ニ
モ
、
不

レ
忮
何
用
不
蔵
ト
、
云
句
ヲ
、
一
期
ノ
間
、
吟
ス
ル
也
」（
第
四
冊
目
、
子
罕
第
九
）
と
あ
っ
て
、
応
永
本
論
語
抄
の
「
ガ
リ
マ
チ
」
は

「
ア
」
が
脱
落
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
日
国
』
や
『
時
代
別
』
の
「
ア
ガ
リ
マ
チ
」
の
抄
物
資
料
の
古
い
用
例
と
し

て
加
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
古
く
辞
書
な
ど
の
抄
物
の
用
例
と
し
て
採
用
さ
れ
た
成
簀
堂
本
論
語
鈔
（
影
印
本
全
五
冊
）
（
（

）
に
も
「
コ

レ
ハ
人
ノ
才
能
周
公
ノ
コ
ト
ク
ス
ク
レ
タ
リ
ト
モ
、
コ
ノ
人
ヲ
コ
リ
、
ヤ
フ
サ
カ
ニ
テ
、
ア
カ
リ
マ
チ
ナ
ル
者
ヲ
ハ
、
ソ
ノ
ホ
カ
ノ
才
芸

ミ
ル
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
」（
二
（7
ウ
8
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ア
ガ
リ
マ
チ
」
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』
に
御
伽
草
子
・
鴉
鷺

合
戦
物
語
、
俳
諧
・
犬
筑
波
集
、
玉
塵
抄
な
ど
の
用
例
が
掲
げ
ら
れ
、『
時
代
別
』
に
は
「
辻
風
ノ
吹
上
ル
ヤ
ウ
ニ
驕
テ
ア
カ
リ
マ
チ
ナ

ル
者
也
」（
荘
子
抄
九
）
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
抄
物
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
京
都
大
学
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
漢
書
抄
）
（
（

に
も
「
ア
ガ

リ
マ
チ
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二
、
油
ヲ
シ
ボ
ル
　
　
他
者
に
さ
ん
ざ
ん
苦
労
さ
せ
て
、
そ
の
利
益
を
自
分
の
も
の
に
す
る
ノ
意
。

○
国
ノ
政
ヲ
悪
ク
ス
ル
ヲ
蚕
食
ト
云
ハ
、
臨
時
課
役
ヲ
懸
テ
民
ノ
油
ヲ
シ
ホ
レ
ハ
、
財
宝
モ
尽
テ
、
家
ノ
中
ミ
ヘ
ス
ク
カ
如
シ
。（
為

政
第
二
、一
一
三
・
2
）

「
油
ヲ
シ
ボ
ル
」
は
後
掲
の
「
歯
ニ
衣
着
セ
ズ
」
と
同
様
、
室
町
時
代
ご
ろ
の
慣
用
句
と
思
わ
れ
、『
日
国
』
に
は
こ
の
応
永
本
論
語
抄

の
用
例
が
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
時
代
別
』
に
は
応
永
本
論
語
抄
の
他
に
毛
詩
抄
十
八
の
「
民
ノ
ア
フ
ラ
ヲ
シ
ホ
リ
取
、
臣
下
ニ
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